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講 演 要 旨

1.シ マヘビ及びヤマカガシの温度による心電図の変化

深 田 祝 ・田端 満 ・瀬戸鎌一(京 教大)

The effect of temperature on the electrocardiograms of two species of snakes. 

Hajime Fukada, Mitsuru Tabata, and Ken-ich Seto (Kyoto Kyoiku Univ.)

 温 度 によ る心電図の変化を観察 した。 心電計は熱ペ ン自記式の もので,第2誘 導 を使 用 し

た。 端子は針でつ くり皮膚 に浅 くつ きさして用 いた。 低温室に 置いた 箱の中に蛇 を入 れ室温5°

か らは じめ漸次温 度を40°付 近 にまで上げて その間 の心電図 の変化 を観察 した。 蛇体温7° か ら

37° 近 くに上げ るの に約12時 間 をかけた。 シマヘ ビ3匹 とヤマカガシは2匹 を用 いたが,ヤ マ

カガシは2匹 と も実験終 了後 弱 って死 亡 した。1分 間の心拍数 は,10° か ら35°ま での5°きざみ

の値 を示 すとシマヘ ビは11,16,24,50,67,105,ヤ マ カガシは14,20,32,45,83,139と

な り,シ マヘ ビでは22.5° と25°の 間で急上昇 している ことがわかる。QRT波 の持続時間 は温

度が上昇す るにつれて短縮す る。 すなわち10°で シマヘ ビ0.216秒,ヤ マカガシ0.196秒,20°

で はそれぞれ0.109秒,0.124秒,30° で0.079秒,0.078秒,35° で は0.068秒,0.066秒 とな る。

しか し1拍 動時内に 占め るQRS波 の持続時 間の 割 合 は温 度 が 高 くなるにつれて 多 くな る。

QRS波 の振 幅はシマヘ ビでは温度が上昇 す ると漸次大 きくな る。10°0.55mVが35°1.0mV,し

か しヤマカガシでは不規則で,10° か ら22.5° まで は1.5mV内 外 で あるの に,25° か ら36° に か

てけは1.3mVか ら1.2mVと 下 り37°で は1.5mVに 急 上昇 して いる。P波 の振幅は 両種 とも温度
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による変化 は殆ん どないが,T波 はやや不規則 なカーブを画 く。

 全 般的 にみ ると,蛇 の心電図の温度 による変化 はAkers and Damm (1963)が 亀 で観察 し

たもの とよ く似 た傾 向を示 して いる。

2.シ マヘビとヤマカガシの産卵及び孵化について 福岡直樹(関 西大学第一高等学校)

The egg-laying and hatching of Elaphe quadrivirgata and Rhabdophis tigrinus. 

Naoki Fukuoka (Kwansai Univ. First Senior High School)

1970年 か ら1972年 に かけてシマヘ ビ23個 体,ヤ マカガシ22個 体 の産卵 及び孵 化を観 察 した。 こ

れ らの母蛇はいずれ も産卵 期よ り少 し前に業者か ら入手 し,充 分に給餌 して産卵 させた もので

ある。産卵 数はシマヘ ビ6～14個,平 均8.4個,ヤ マカガシ8～30個,平 均15.4個 で あった。

母蛇 の体 重 と産卵 数の間には相関がみ られた。 母体 重をxg,産 卵 数 をy個 とす ると観 察値 は,

シ マヘ ビで はy=0.038x+0.57,ヤ マ カガシで はy=0.045x+4.60と い う直線方程式の まわ りに

分布 してい る。産卵直後 の母体 重を産卵 前のそれ と比較す ると,母 体の大小に関係な くシマヘ

ビでは33%,ヤ マ カガシでは32%軽 くな ってい る,即 ち重い蛇 はそれだけ多 くの卵 を産 むわけ

である。卵1個 の平均 重量 は,シ マヘ ビ8.2g,ヤ マ カガ シ4.5gで あ って,こ れは産卵数 や母蛇

の大小 とは無 関係で あった。卵 は1個 ずつ離 し水を含 んだ脱脂綿 を入れた大型 シヤ ー レに1腹

分ずつ入れ,孵 化が近づ くと,1個 ず つマ ヨネーズ ビンに入れて孵 化 させた。 孵化率はシマヘ

ビ65%,ヤ マ カガシ48%で あ った。孵 化率が低か ったのは,母 蛇が野外か ら直接採集 した もの

でなか ったため と思われ る。卵 は 日が経 つにつれて吸水 して膨脹 し,孵 化直前 には もとの重 さ

よ り,シ マヘ ビで39%,ヤ マ カガ シで44%も 重 くな った。 また孵 化直前の卵 の重 さの65%(シ

マ ヘ ビ),60%(ヤ マ カガシ)が 幼蛇 の体重 とな った。卵 期間の平均は年によ り少 し異な り,シ

マヘ ビでは1970年33.2日,1971年41.7日,1972年43.5日,ヤ マカガシで は1970年31.5日,

1972年34.9日 と なった。

3.ボ ー ルニシキヘビの孵化 原幸治 ・山本洋輔(上 野動物園)

Hatchings of Python regius. Koji Hara and Yosuke Yamamoto (Ueno Zoo)

 筆 者等 が上野 動物 園でボ ールニシキヘ ビを飼 いは じめてか ら現在 まで(8年 と少 し)に,1

月 ・6月 ・7月 ・8月 ・9月 ・10月 ・12月 に 交尾行動 を観察 した。飼 育下 とい う特殊 な条 件下

の行動で あるが,一 応 交尾期 は6月 か ら1月 といえそ うで ある。 交尾の確認は非常にむつか し

く,2回(1971・10・23,1972・10・5)が 確 実に交尾 した といえ るだけであ る。交尾 してい

た時 間は84+x分(1972の 例)で あった。 産卵 は1965年4月(8個),同 年6月(1個)(こ

の ♀,他 に5個 腹 中に もっていたが産 めなか った,1971年5月(5個),1972年4月(8個)

に な された。最後 の2例 は同 じ♀による。 ♀が抱卵 したのは2度(最 初 と最後 の例)見 られ た。

卵 の大 きさ(1971,72の 卵)は,長 径77.9-93.7mm(平 均85.86mm),短 径44.4-50.0mm

(平 均47.23mm),重 さ91.7-117.19(平 均106.28g)卵 は わずか に粘着 する程度で あった。

卵 は湿 らせ た水苔 の上 で孵化 させ た。1971年 に3頭,1972年 に2頭 孵化 した。孵化 日数 は69-

71日(平 均69.8日),幼 蛇 はは じめ殻 をきってか らぬ け出す までに,1日 か1日 半かか って い
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る 。 か え っ た ば か り の 幼 蛇 の 大 き さ は,全 長420-470mm(平 均443.0mm),頭 胴 長390-430

mm(413.0mm),体 重52.3-69.2g(平 均60.3g)で あ っ た 。

4.エ ラブ ウミヘ ビの産卵 ・ふ化 ・飼育 栃本武良 ・内田 至(姫 路市立水族館)

On the artificial incubation and breeding of Sea snake (Laticauda semifasciata). 

       Takeyoshi Tochimoto, Itaru Uchida (Himeji City Aquarium)

 飼 育 環境下におかれたエ ラブ ウ ミヘ ビの産卵 ふ化 及び幼体 の飼育例 は少 く,僅 に永井(1957)

の 報告 があ るに過 ぎない。1967年 奄 美大 島か ら入手 し飼育 して いた4頭 のうち雌2頭 が1969年

3月 に3卵,1970年9月 に3卵,1970年12月 に4卵,1972年11月 に4卵 を産ん だが1970年 の1

卵(強 制ふ化)と1972年 の1卵 を除いて全 て腐敗 した。求愛行動 は産卵 の45日 位 前 に数 日間観

察 された。 産卵 は槽 内の岩穴(水 中,水 上)や 水底 で行 われ,せ まい岩 の間に体 を入れて,し

ごいて出すよ うな動作が観 察 された。産卵 間隔は10～40時 間 であった。13卵 の計測結果 は卵重

44.6～67.5g平 均55.7g,長 径8.1～12.4cm平 均9.7cm,短 径3.0～3.8cm平 均3.4cmで あ った。

ふ化 は プ ラスチ ック製 の蓋 つ きの容器 の底 に水 を張 り,中 子 に卵 を置き,室 温23.6～29.6℃

の部屋 に放 置 した。強制ふ化 させ た卵 は産卵後151日 目に切 開 した もので あ り,重 量で17g,長

径 で1.8mm,短 径 で4.2mm増 し全長35cm体 重80.2gで,卵 黄 を腹部 につ けた子 ヘ ビが出て きた

が,ア ク ロマイシ ン50mgを 全 体 に散布 し洗面器 に収容 しておいたと ころ,2～3日 で未吸収

の卵 黄を大 部分吸収 し,8日 目には完全 に吸収 し終 った。餌料 と してアベハゼ,ヨ シノ ボ リの

生 きた ものを与 えていたが全 く摂餌せ ず39日 目に脱皮 した。脱皮 は40～88日 間 隔で21ヶ 月 間 に

10回 観 察 された。 尚,脱 皮 前10～20日 は 目が白濁 し体 は黄変 する。餌 はふ化後60日 目 に死ん だ

アイナメ(全 長7cm)を 食 べたが これよ り先1ヶ 月前 に生 き餌 と して同一槽 内で飼育 して い

たアベハ ゼ(全 長4～5cm)が6尾 いな くな っていたか ら食べ られた もの と思われ る。21ヶ 月

間 に体重で112.8g,全 長 で28.0cm成 長 した。

5.ヤ クヤ モ リの生態 松井孝爾(爬 虫研)

On the habitat of Gekko yakuensis. Takaji Matsui (Kanagawa Herp. Lab.)

 屋久島に固有のヤクヤモ リGekko yakuensisの 分布および生態について,過 去4回 の現地

調査によって,そ の一部が明 らかとなったので報告する。屋久島は年平均気温22.5℃,平 均降

雨量3700mmと いう温暖多湿の山岳地で,平 地は海岸線にわずかに見 られるに過ぎない。ヤク

ヤモ リが好んで棲むのは,ふ だんはほとんど人が踏み入ることがない亜熱帯常緑広葉樹林で,

現在までの調査では,宮 ノ浦 ・安房 ・春生 ・尾之間および中間より採集されている。総べて海

抜30～150mに ある亜熱帯性の密林およびそれに 囲まれた小さな社殿であり,昼 間に採集 した

が,尾 之間のみ山荘の外側で夜間に1個 体を採集した。

 ヤモ リG.japonicusは 現在まで宮ノ浦および栗生から採集されており,栗 生では川岸お

よび神社のガジュマルに多数が棲息 し,居 住区内にも見 られた。本種は昼間にも出現 し,ま た

可なり低い場所にも静止するが,人 が近づいても逃げない。 これに反 し,ヤ クヤモ リは敏捷で,

よほど注意深 く接近 しなければ捕えることは難 しい。ヤクヤモ リは昼間に,森 林内の比較的明
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るい樹間で も行動するが,近 くには必ず隠れ場所となる隙間があり,殊 にガジュマルの複雑な

幹の隙間には多数の卵 も見 られた。産卵は少 くとも6月 下旬～9月 下旬まで行われ,9月 下旬

には,ふ 化直前の胎児となお発生初期の卵の双方が見 られた。本種は形態的にはヤモ リよりも

む しろタワヤモ リG.tawaensisに 似ており,お そ らく同一系統のものと考え られる。 しかし

棲息環境の差異から,本 種が純然たる森林型を維持 しているのに対 し,タ ワヤモ リは比較的オ
ープンな場所に分布 し,し かも岩場を主棲息場所とするため,体 鱗など形態的にも差を生じた

ものと想像される。屋之島のヤモ リは,ヤ クヤモ リが固有化 して現在の棲息場所を占めた後,

移動 して来たものではなかろうか。

6.カ ナヘビの現存個体数の推定 石原重厚(京 都教育大)

Estimate of pokulation size in the lizard, Takydromus tachydromoides, Shigeatsu 

Ishihara (Kyoto Kyoiku Univ.)

 京 都教 育大学 の構 内の荒地(250×120m)をstudy areaと して,標 識再捕 法によ ってえた

1961～1970年 まで のデ ータを用 いて推定 した。 推定式 は,ま ずPetersen法(Lincolon法)

N=S1 n2/m2 (N:population sizeの 推 定値,S1:放 遂 した標識個体数,n2:放 遂 後の 調 査

におけ る総個体 数,m2:そ のsampleの 中の標識個体 の再捕数)を もちいた。 その結果 は表

に示す。 しか し,こ の式 では加入 ・消失によ る増減を無視 してい るし,sample sizeは 実 際は

それほど大 きくな く,再 捕数 も少ないので推定値 が過大推定にな る。 そ こで修正式が2・3考

え出 されてい るうちのBaileyに よ る二項分布 の修正式N=S1(n2+1)/m2+1を 考 案 して い

る。 この計算値 も表 に示す。 表か らもわか るように1%た らずの減少の値で,分 散をみ ると,

Petersen法 の 推定値 とダ ブル所が多い。 ここで加入や消失が ある場合の確率論モデル ともいわ

れてい るJolly法Ni=Mi/αi(Mi=Si:Zi/Yi+mi標 識 個体数,αi=mi/ni標 識 率,Zi:i

以 後 の時点で再捕 された合 計数,Yi:i以 前 にマ ークされ,iで は とれずi以 後 に再捕 された

合 計数)で 計算 した。 この式は標識率で標識個体数をわ った もので ある。 この方法は調査期間

のデ ータを一番よ く活用 し,そ の他生存率,加 入数,加 入率 など色 々な情 報 までわかる。 こ

れか ら各年におけ る推定総個体 数がわか る。1964年 よ り急 に個体数 の減少 した原 因 と して,

study areaに つ づ くグラン ドに除草剤 をまかれ たため の影響 と思われ る。 又,1966年 に はグ
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ラン ド拡張のためstudy areaが 約2000m2け ず られたため更に減少 してい る。

7.カ ナヘビ卵殻腺の微細構造 岡 俊 樹(東 京学芸大学)

 Fine Structural Studies on the Shell Gland in the Japanese Lizard, Takydromus tach-

ydromoides. Toshiki Oka (Tokyo Gakugei Univ.)

 カナヘビの輸卵管は,上 方から下方に向って,1.ろ う斗部,2.円 柱上皮により裏打ちされ

ている部分,3.上 皮の下に卵殻腺の存在する部分,4.筋 層の顕著な発達の認め られる膣部,

に分けられる。今回は産卵期および産卵終了期における,卵 殻腺存在域の微細構造の観察を行

なった。電顕試料の作製は常法に従い,グ ルタールアルデハイ ドとオス ミック酸による二重固

定を行なった。産卵期における卵殻腺存在域の上皮は,比 較的背丈の低い細胞からなっており,

他の動物での報告と同様に,微 絨毛のみを有する細胞と微絨毛のほかに繊毛をもつ細胞とが観

察される。 この上皮層の下には,血 管に富む結合組織があり,そ の下方に多数の卵殻腺が認め

られる。個々の卵殻腺は,切 片上で内腔を取 り囲む30前後のクサビ型の細胞から構成されてお

り,そ の外側を膠原繊維に富む結合組織がおおっている。結合組織中に分布する血管の内皮細

胞には,多 数の胞飲小胞が存在 し,血 液からの分泌物素材の取 り込みを思わせる。卵殻腺細胞

は典型的な分泌細胞の形状を示す。すなわち,細 胞基底部に球形の核が偏在 し,そ の上方に,

広い範囲にわたって ゴルジ野が観察される。 また細胞の遊離端には 多数の微絨毛が認められ

る。細胞全域に粗面小胞体の非常に顕著な発達が観察され,大 型の分泌顆粒が多数存在する。

これらの顆粒はヘマ トキシ リンに好染性であること,電 顕像の上でかなりの電子密度を有する

こと,な らびに細胞 自体の特徴などからして,タ ンパク質性のものと思われる。形成された顆

粒は細胞の上方へ移動 し,内 腔中へ放出されるが,細 胞の上端に位置する顆粒が内顆中に開い

ている像がしばしば認められる。 これらの分泌物は,卵 殻の基質をなすタンパク性成分の主要

なものになるものと思われる。産卵期が終了すると卵殻腺のすみやかな退化が起 る。腺を構成

する細胞は高 さを減 じ,核 は複雑に入 り込んだ形状を示す。また,結 合組織の著しい発達が認

められ,上 皮の下方には自己融解を行 しつつあると思われる細胞が多数観察される。上皮細胞

は,や や高さを増し,や はり繊毛を有する細胞 と繊毛をもたない細胞 とからなっている。繊毛

をもたない細胞は内腔中に突出し,細 胞の周縁部には多数の小胞が観察される。

8.再 び トノサマガエル雄成体におけるミュラー管発達の地域差について

岩沢久彰(新 潟大 ・理 ・生物)

 Further observations on the local difference of the development of the Mullerian 

duct in adult males of Rana nigromaculata. Hisaaki Iwasawa (Biol. Inst., Niigata Univ.)

 第9回 大会で トノサマガエルの雄成体の ミュラー管の発達程度に地域差があることを指摘し

たが,そ の後さらに調査地点をふやして,こ の現象の実態に関する検討を試みた。

 材料の採集地点は新潟県北部の19箇 所と県外の8箇 所で,こ のうち新潟県北部では,羽 黒,

中条,船 戸,金 塚で子宮のみられる個体の出現率が高 く,そ れと子宮発達指数Iの 値はそれぞ
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れ,11%,13;29%,36;11%,24;34%,51で あ った。(た だ しI=100(2A+B+0.5C)/調

査個体数。A,B,Cは 子 宮 の発達程度 をそれぞれ の個体 につ いて左右別 に発達の よい方か ら3

段 階に区分 した もの)こ れ らは互 いに隣接す る地域で,す なわち,長 さ5～6km,幅1.5km

く らいの地域で子宮 の発達率 が高 いといえる。 新潟 県外 では,米 子 と福岡がそれぞれ21%,

68;33%33で あ るか ら,こ の現象 は新潟県北部 の特定地域 だけにみ られ る もので はない。マ ク

ロな観 察で子宮 の発達 が認 め られ ない場合で も,直 腸後端 と総排 出腔 の レベ ルを組織学 的に検

討 する と,全 個体 の約半数 において,組 織 内に埋没 している,種 々の程 度の発達 を示す ミュラ

ー管 が発見 され
,こ れ らの発達 の程 度 ごとの出現率は,そ れぞれの地 点の子 宮発達指数 の値 に

かかわ らず,ほ ぼ同 じで あった。 それ故,ミ ュラー管原基の発生その ものには地域 差はないが,

そ の集団の中の ある個体 で,そ の原 基が さ らに発達す る,そ の率に地域 差が あると考え られ る。

9.奄 美群島産 ヒメハブの分類 ノー ト

木場一夫 ・田中顕一(日 本蛇族学術研究所 ・熊本県松橋中学校)

  Taxonomic notes on the Hime-habu, Trimeresurus okinavensis, of the Amami group, 

the Ryukyu Islands. Kazuo Koba (The Japan Snake Institute) and Ken'ichi Tanaka 

(Matsubase Junior High School, Kumamoto-ken)

 ヒメハ ブTrimeresurus okinavensisはBoulenger(1892)に よ って沖縄島か ら記載 され,

そ の後本種 の分類形態 につ いて,Boulenger(1896),Stejneger(1907)大 島(1920),牧(1931,

1933),木 場(1962),高 良(1962)等 に よる報告 があるが,取 り扱 われた個体 数はす くない。

よ って演者等 は琉球列 島産本種 の形 態について調査中で あり,こ こでは,ま ず奄 美群 島産 の多

類 の個体 によ って得 た新知見 の概要 を報告 す る。

 本種 の最大全 長は,雄 は662(558+104)mm,雌 は810(704+106)mmを 示 した。腹板 は雄

が124-135(130.2±1.93)を,雌 が126-134(129.8±1.71)を 示 し,雌 雄 ほぼ相等 しい。尾 下板

は,雄 が40-52(45.6±2.01)を,雌 が35-45(40.8±1.72)を 数 え,雌 雄 における差が顕著で あ

る。 上唇板 は6-9,眼 上 板間の鱗 は4-9,体 中 央部におけ る体鱗列 数は21-25で あ る。 なお尾長

/体 長 は,雄 が大で ある。 なお本種 の分類形態 に関する詳報 は近 く公表 す る予定 で ある。

10.ア カウミガメの生態からみた分布 ・回遊についての一考察

内田 至(姫 路市立水族館)

On the distribution and migration of the Pacific loggerhead turtle (Caretta caretta)

as derived from ecological observations. Itaru Uchida (Himeji City Aquarium)

 日本の沿岸に来遊するウミガメ類は,現 在 までのところ5種 類が知られている。

 これらのうち本州 ・四国 ・九州の温暖な地方の砂浜を産卵場 としているのはアカウ ミガメで

あり,こ れらの産卵場は西部太平洋海域で最大のものと考えられている。太平洋のアカウミガ

メに関する生態学的な調査研究は少く,現 在でも海洋生態の多くは不明である。 日本の沿岸で

発見 されるアカウミガメは,前 述の産卵回遊群の他にSub-Adultと 考えられる50cm前 後の個
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体,及 び 日本の産卵場に由来すると考え られる幼生であり,1～2才 と推定される若令期のカ

メの接岸回遊は未だ発見報告されていない。

 1972年7月3日,徳 島県日和佐町の沖合56kmの 紀伊水道で甲長177.4mmの アカウミガメの

若令期の個体が船上より網です くいとられた。採捕時の特徴か ら,主 として海表面近を浮遊す

る生活を送っていたと推測された。

 飼育環境下で観察 したアカウミガメの生態は,若 令期は浮上生活が主体で,年 令の増加(成

長)と 共に潜水生活時間が永 くなってゆくことが判った。

 これ らのことか ら,ア カウミガメは若令期は浮遊 ・遊泳の生活が主体で,成 長と共に漸次浅

所に移動 し岸での生活に変ってゆくものと考え られる。幼生時代か ら若令期にかけての生活場

所は,太 平洋では20℃ 等温線(最 低水温)付 近か ら熱帯部にかけての広い海域 と推測される

が,生 活場所の海洋環境としては黒潮の影響下にある日本の沿岸に接岸する機会の少い海域で

はないかと考え られる。

紀伊水道でとれたアカウミガメ(甲 長177.4mm)

図の黒点部に海藻が生えていた,こ の部分が長時間海上面に出ていたことを示す,即 ち浮漂生

活をしていたと推測される。

11.ア カウミガメ胚の尾腸 藤原正武(東 京学芸大学 ・生物)

Note on the Tail Gut in the Embryo of the Pacific Loggerhead Turtle (Caretta caretta 

gigas). Masatake Fujiwara (Tokyo Gakugei Univ.)

 アカウ ミガメの胚では,初 期の尾芽期において,総 排出腔の後壁から脊索の下面を後方に走

る尾腸(Tail gut)が 現われる。爬虫類では,原 口陥入によって胚下腔に開く陥入管を生 じる

ので,胚 の後端における神経管の閉鎖にともなって,後 腸(Hind gut)の 内腔 と神経管の内腔

とが神経腸管によって連絡 される。アカウミガメでは,尿 膜の形式が始まるとともに腎管が中

実の細胞索として後腸壁に到達する頃には,後 腸の後端部は広い内腔を示す総排出腔 となるが,

尾の発達による神経腸管の後方移動がすすむにつれて,総 排出腔 と神経腸管 との間の部分が尾
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腸 とな って後方 に伸 長する。従 って,ア カ ウ ミガメの尾腸 は,そ の出現の当初 か ら神経腸管 を

もって神経管 に連 絡 して いるので,羊 膜類 に一 般的な盲 管 として発達 す る尾腸 とは異 ってお り,

形 成 の様式 としては,サ メ類 ・両 生類 と類 似 していて,無 羊膜類 の型 に属 する。尾腸 の退化 は,

ア カウ ミガメでは極 めて早期 に始 まり,尿 膜 が まだ胚 の腹 面に位置す る時 期において,腎 管 の

内腔 が総排 出腔 に開かない うちに,尾 腸 の内腔 が閉塞 しは じめ る。 この閉塞 は基部か ら後方 に

向 って進行す るので,尾 腸 は総排 出腔 に続 く部分か ら逐次に細胞索 の構造に変わ って消失す る。

このよ うな退化の過程は,鳥 類や哺乳類 と類似点が多 く,羊 膜 類の型 に属す るが,退 化の時期

は著 しく早期で ある。

 脊 推動物 の尾腸 は,一 般 に,神 経腸管 と相 同とされて いるが,哺 乳類及び鳥類の尾腸が陥入

管 もしくは原条 前端部 とは無 関係 な構造 と して形成 される ことを も考 えあわせ ると,尾 腸 は尾

芽 との関係 において改めて考察 しなおす必要 が あると思われ る。

12.大 き なオオサンシ ョウウオの1例

橋本楯夫(京 都朱雀 中)・ 福岡直樹(関 西大第一高校)

Record length of a ginant salamander in captivity. Tateo Hashimoto and Naoki

Fukuoka

 京 都 市左京区花背の多上益蔵氏が約40年 間 飼育 されて いるオオサ ンシヨウウオを調査す る機

会 を得た。 その全長 はこれ までの最大の もの と思われ るので測定結果 を紹介 したい。 測定は昭

和45年10月15日 に行 った。測定値 は全長135.0cm,頭 胴 長90cm,尾 長45cm,前 後 肢間の距離

55cm,頭 幅22cm,両 眼 間の距離12cm,尾 高20cm,胴 まわ りは前肢のす ぐうしろで58cm,胴

中央で54cm,後 肢 直前で46cm,体 重19.5kgで あ った。 この オオサ ンシヨウウオは 多上氏の言

によれば,昭 和8年 花脊八 桝町鋸屋の大堰川で採集 された もので,当 時全 長約50cm,体 重 約

3kgで あ った とい う。 以後,台 所 わ きの120×60cm深 さ30cmの コ ンク リー ト水槽 に谷川 の水

を導 きここで飼 って いる。餌 は魚 肉や生 きた川 魚などを与えている。 昭和47年10月 現 在元気 に

生存 している。測定 を許 され た多上氏に深 謝する。

 これ まで最大 と思われて いたオオサンシ ョウウ オは岡山 県 の稲 田氏 が飼 って いたもので,全

長130.5cm,体 重26.7kgで あ る。 これ は昭和40年8月7日 死 亡 し現 在は津山科学教 育博物館 に

保管 されている。

多上 氏飼 育 の オ オサ ン シ ョウ ウオ。 全 長135.0cm。



Vol. 5, No. 2, 1973 33

13.毒 蛇の採毒と強制給餌に関する実験的研究

三島章義 ・林永富 ・山里将悦 ・川村善治(日 本蛇族学術研究所)

Experimental Studies on the Venom Extraction and Force-feeding of Some Venomous

Snakes. Shogi Mishima, Yung-Fu Lin, Shoetsu Yamazato, Yoshiharu Kawamura

(The Japan Snake Institute)

 日本蛇研では蛇毒並びに毒蛇咬症に関する研究のために,各 種の毒蛇からの採毒を行なって

いるが,今 回は1969年11月 から1971年3月 にかけて行なったカテーテルによる強制給餌法と,

1週 間隔又は2週 間隔で実施 した継続的な採毒法による実験の結果を報告する。ヘビはマムシ,

ハブ類,コ ブラ類,ア マガサヘビ等10の 種及び亜種を対象とし,飼 料は鯨肉と養鰻飼料を用い

対照群にはマウスを投与 した。強制給餌法のヘビに及ぼす影響は,ヘ ビの種類あるいは個体の

大小などによって一様ではないが,次 のような一般的傾向が認め られた。1)体 重変動の点で

は,強 制給餌群は対照群に比較 して体重が増加 し,ま た減ってもその減量率が少ない。2)生

存率では,ヘ ビの種類や大小によって一様ではないが,同 一種間では小型軽量の個体ほど強制

給餌操作の機械的障害を受けやす く,死 亡率が高い。3)カ テーテル法では,カ テーテルを胃

部まで深 く挿入することによる機械的障害が認め られた。4)飼 料の種類については顕著な差

は認め られなかったが,一 般的傾向としては,鯨 肉の方が養鰻飼料よりも適 している。

 採毒法については次のようなことが判明した。1)1週 間隔採毒法では,初 回の採毒量に対

して第2回 目は一般に30%前 後 まで減量し,以 後は大体 この量を維持する。2)1週 間以上の

期間をおけば採毒量は増量 し,復 元の傾向がみ られる。3)2週 間隔で採毒を行なったサキシ

マハブでは,毒 量の変動が少なく,ヘ ビの生存率,健 康状態共に良好であった。4)同 種間で

は,体 の大きな個体ほど毒量は多かった。5)採 毒を繰す うちに,毒 牙根部などに炎症を起す

個体があり,そ の予防対策が必要である。

 以上の点か ら,飼 料の注入法について技術的な改良を加えれば,強 制給餌法は採毒用のヘビ

や拒食するヘビの飼育法の一つとして有望であり,継 続的採毒法の間隔は,2週 間以上の隔間

をお くことが望ましい。

14.輸 入当初のカメとワニの餌付けについて 牧野信司(日 本熱帯魚研究所)

On the feeding of newly imported turtles and crocodiles. Shinji Makino

 近年愛玩動物として爬虫類両生類の飼育が盛んになり,そ れにともないこれらの輸入が飛躍

的に増加 している。そうして種類によっては尨大な量にのぼり生きた玩具化 したものさえある

状態で,原 産地での種族滅亡にも結びつくのではないかと心配される。中で もミドリガメ(ア

カ ミミガメなどの幼体)と 呼ぶ米国産のものは夜店の金魚屋などでは"ゼ ニガメ"を 上まわっ

ている。又,ワ ニでも南米産のカイマンは30cm前 後の子ワニが大量に輸入され半ば消耗品化 し

て しまっている。 これでは動物愛護の教育にも反することになる。せめて飼育 したものが寿命

に近いところまで飼えたり,さ らに人工養殖できるまでになって もらいたいものである。最低

の目標として輸入 したばか りのカメやワニが当初の餌付けもできずに死亡することのないよう

にしたい。 これまで長年月にわたり扱ったデータによると,輸 入当初の餌付けができず栄養失
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調で死 亡する割合 は,ミ ドリガメは業者で30%ア マ チ ュアで は50%,越 冬 時保温下で99%に も

達す る。 カイマ ンは業者,ア マチ ュア飼育下で70%,越 冬 時保温下50%程 度 で ある。 これ ら餌

付けの不成功 を防 ぐには,す で に餌付 けに成功 した個体を一個所 に入 れて飼 う方法 と視覚刺激

を用 いる方法 とがある。後者 はワニ,カ メいずれ の場合 もイ トミミズ を小 さいかたま りと して

少 し離れた ところか ら鼻先 に投げ与え る方法が有効で ある。 また,冬 は太 陽光線 が弱 いため子

ワニ,子 ガメが弱 るので,で きる限 り日光 にあてて やるか,又 は赤外線 ラ ンプ照射 をする こと

が必要 だと思われ る。

15.ヤ モリ卵歯の組織学的研究

長浜晋 ・小川辰之 ・吉江明 ・小川辰磨 ・吉江浩美(日 本歯科大 ・第II解 剖)

 Histological study on the egg teeth of geckos. Susumu Nagahama, Tatsuyuki Ogawa, 

Akira Yoshie, Tatsumaro Ogawa, and Hiromi Yoshie

 カ メ,ワ ニの類の卵 歯は上顎正 中前方上皮表面 に1個 突 出発育 するが,ヘ ビ,ト カゲ類で は

口腔前庭の上顎正中部 に1個 発生 する。 我 が教 室に於 てはすでに ヘ ビ,カ メ,カ ナヘ ビの卵

歯の発生 を組織学 的に観 察 し発表 したが 今回はヤモ リ類卵歯の 発 生 に つ い て 組 織 学 的 知 見

を述 べる。卵 を得るために用 いたヤモ リ類 はGehyra mutilata,Hemidactylus frenatus,H.

okinavensis,Gekko japonicusの4種 で あり,こ れ らを27°～30° に温度調節 した飼 育箱で飼育

し8個 の産卵 をみ た。 これ らのものは孵 化前10日,5日,1日 の胚及 び孵 化 当 日,1日,2日

後 の個体各1個 を新鮮 なままで10%フ オ ルマ リン液 に固定 し法 の如 くしてパ ラフ ィン包埋,5

ミク ロン連続切片 とな し各種染色 を して観 察 し次 のような結果 を得 た。

 1) 卵 歯 は孵化前20日 前 後の時期 に歯胚 の形成 をみるので 歯堤 の増殖発 育はそれ よ り前約10

日前 後 と思推 される。

 2) 卵 歯 は この検体 に於て は前顎骨 正中部をは さんで1対 即 ち2個 発生する。

 3) これ らの2個 は萌 出 して も下顎 骨に向 って垂 直方 向に植 立 し口腔 前庭 の外面 に出る こと

がない。 したが って卵殻 を卵 歯で破る とい う一般通 念は成 立しないと思われる。

 4) 卵 殻 は孵 化直 前になる と指 或いは ピンセ ット等によ り細心 の注 意を もって他 に移動 させ

よ うとして も直 ちに細分するほど脆 弱な状態 とな ってお り,し たが って内部個体 の微動 によ っ

て も殻 は破壊 される可 能性 が ある と思われ る。

 5) Kluge(1967)の 云 う6対 の卵 歯は成 歯の見誤 りで はないか と思われる。 これについて

は前顎 得成 歯ス ライ ド供覧によ って指 示 した。

使用したヤモリ個体の一部 Klugeに よ る記 載複 写
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 6) Klugeは 前顎骨が正中部で左右2個 に分離した描写図を記載しているが,本 検体は 全

てに於て卵歯発生の初期より癒合 した1個 の前顎骨とし発育 し,そ の形態も図示されたものと

は梢異なるものであるがC図 に近似する様である。


